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急性心筋梗塞患者における入院当日もしくは翌日のアスピリン投与率

分子：入院翌日までにアスピリンが投与された患者数
分母：緊急入院した患者で最も医療資源を投入した病名が急性心筋梗塞の患者数

解説：process指標

当院の実績

定義

算式

≪自己点検評価≫

ガイドラインでは、急性期における
β-遮断薬とともにアスピリンの投与
は、クラスⅠとなっています。これらの
投与は心筋梗塞の程度やイベント抑
制に関連することが分かっており、二
次予防のためにも重要です。これらの
抗血小板剤の投与は医療の質を示す
のには適した指標となります。
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急性心筋梗塞患者における入院当日もしくは翌日のアスピリン投与率（％）

急性心筋梗塞患者における入院当日もしくは翌日のアスピリン投与率（％）です。分子：入院翌日までに
アスピリンが投与された患者数です。 分母：最も医療資源を投入した病名が急性心筋梗塞の患者で、且
つ緊急入院した患者数、緊急入院に限ります。再梗塞を含みます。
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